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結論を知る人（Ⅰサムエル26:6-12）  
どんな状況でも常に覚えていなければいけません。救われた信徒は世の中の人々とは違う聖なる人です。ですから、信徒の人生は違います。聖なる人生を生きるように召されました。信徒はこの聖なる人生を生きるためにすべての祝福を受けた人々です。どんな状況でも希望を逃さず、希望をもって生きることができます。しかし、現実を見て、自分を見て、このような事実を忘れるようにします。皆さんはお金があるかないか関係なく、世の中の人々とはもうすでに違います。なにを食べるか着るかがテーマではなく、聖なるものをテーマにして生きるようになっています。皆さんの残りの人生、そのことが実現されます。それを希望と言います。私たち自身はそのような存在ですが、サタンが常に妨げます。その中でもいちばん大きな妨げは、現実をとおして妨げることです。こういう人であることを知って祈ろうとすると、現実がより難しくなったりします。また、自分が思ったとおりにはいかず、いろいろ複雑に絡みあったりします。聖書には、そのような話がたくさん書いてあります。濡れ衣を着せられたり、急に生活が苦しくなる環境におかれたり。初代教会は本格的に迫害を受けました。そのような現実のゆえに、この事実を逃すように仕向けるのです。
しかし、今日ダビデをとおしてそれを乗り越えて勝利する姿を見ていくべきだと思います。サウロがどこどこに来たという噂を聞きました。行ってみましょうとなったわけです。行ってみたら、みな横になって寝ていました。死んだ人のように寝ています。ひそかに入って、ダビデの部下がこう言います。「神様がチャンスをくれました。私に命令だけしてください。槍で１回で終わらせるので。２回刺す必要もありません。こんなに良いチャンスがどこにあるでしょう」。もしもサウル王をそのように片づけてしまえれば、ダビデはとても楽なわけです。その前にも、このような同じ場面がありました。その時ダビデはこう言います。「主に油注がれた方に手を下すなど絶対できない」と。10節に「主は生きておられる。主は、必ず彼を打たれる。彼は生涯の終わりに死ぬか。戦いに下ったときに滅ぼされるかだ」と言います。だから、私は油注がれた人には手を出さないと言いました。前のときにも同じ反応でした。現実にただだまされなかったということです。なぜそうできたでしょうか。

ダビデは結論を知っていたのです。これが重要です。主が生涯を終える日を決められるか、あるいは、戦争で死ねば滅びるではないかということを。それなのに私が手を出してやる理由があるのかということです。私たちは聖なる人生を歩んでいます。現実がもっと苦しくなるかも知れません。現実になかった問題が起きるかもしれません。揺れたり落胆しないでください。そのとき結論を見て考えるべきです。ダビデは知っていました。悪人の失敗の結論を知っていました。悪人はいまうまくいっているか、うまくいっていないか関係なく、根本的に失敗している人です。神様を知らずに神様から遠くにいる人は、罪と罪過によって捕らわれている人です。核兵器を作ってなにかをしても、罪と罪過の下にすでに死んでいる人々です。ですから、生まれながら神様の御怒りを受けて生まれてきます。その結果、いやでも悪魔の子どもと呼ばれるしかないのです。どんなに成功してうまくいったとしても。もしも私に危害を与えている立場にいるとしても。悪人は失敗するという結論を私たちは知っているのです。この根本をもって、現実の中で失敗することを知っています。神様に背を向けて世の風習にしたがって生きていく。それらに捕らわれて行くしかありません。神様を否定する自分中心に生きるしかないのです。霊的な事実をまったく知らずに肉体的なことを中心に生きていきます。まことの幸せを知らず物質中心に生きるしかありません。こういう肉体的な部分で成功しているかもしれません。それは既に失敗です。皆さんもご存知ではないでしょうか。洪水ですべてが流されて、バベル塔が崩れ落ちるようなことが起きるのです。学んでいるか学んでいないか関係ありません。霊的な問題に捕らわれるようになっています。目立たないように隠れているだけで、だれでも霊的な問題を持っているのです。霊的な問題が解決されずに大変だという証拠は何でしょうか。ロケットを打ちながら偶像崇拝をするわけです。これはお金があるかないか関係ありません。霊的な問題をもって偶像崇拝を生活の中で行っているのです。うまくなろうと努力するのですが、その動き自体が失敗です。ですから、まことの幸せがあるはずがありません。一瞬の間は楽しさや喜びがあるかもしれませんが、まことの幸せはないのです。どんな形でもそれは現れるようになっています。それは病としても現れます。また、何かに捕らわれて執着するようになります。そして、中毒に陥ってしまいます。お金がある人はそうならないと思いますか。たくさん学んだ人はそうでないと思いますか。それと関係ありません。現実の中で、すべてこのようなものにつまずくようになっています。たくさん学んだ人は、子どもに執着することもあります。人間は、神様に向かわずなにかに執着する瞬間、失敗です。そうしているうちにすべての関係が崩壊してしまいます。人と人との関係がどんどん崩れていくのです。お金がたくさんあるかないか関係ないのです。これを止めることはできません。なぜでしょうか。根本的に失敗しているので生き残ろうともがいたりあがいたりしますが、それ自体が失敗なのです。私たちはこの結論を知っています。これを知らずに社長、大統領、医者の肩書を見ると、それが見えないのです。悪人はどんな過程であれ、永遠に失敗するということを知っています。一度死ぬことはすでに定められていることであって、そのあとにさばきがあります。どんなに偉い人だとしても。認めたくないと思いますが、永遠のさばきのあとには永遠の地獄があります。私ひとりで終るのではなくて、子孫代々それが受け継がれるようになっています。いま目の前にあるものを見て、こうだ、ああだと判断はできません。悪人が成功している姿を見て、どうやってあのようになったのだろうかとうらやましく思ったり、それを眺めたりするのは失敗です。私たちはこの結論を知っています。

そして、自分が勝利するという事実も私たちは知っています。もしもいま踏みつけられているとしても結論は勝利だということを知っているのです。なぜでしょうか。神様に出会う瞬間、イエス・キリストの中で永遠なるいのちを得るからです。それはどういう意味でしょうか。状況や条件と関係なく、すでに勝利している身分なのです。滅びることなく永遠のいのちを得るとおっしゃいました。このイエスの中にいる人は、だれも奪うことができないとおっしゃっています。それでイエス様はこのようにおっしゃいました。世の患難がありますが恐れるな。私はすでにこの世に勝ったのです。その内容を具体的にパウロは記録しました。その結論がこれです。どんな被造物もキリストの中にある神の愛を切り離すことはできません。誰が私たちに敵対するでしょうか。まったく勝つことができるのです。苦しみを受けている人々に対して言ったことばです。私たちはそのような存在なので、苦しみが私たちを奪うことはできません。苦難とまったく比較できないものすごい神様の祝福があるので、それを待ち望んで待つべきです。その栄光の勝利が事実なら、いまの苦難は苦難ではありません。その栄光の勝利に向かって行っている過程です。必要なので許されたことです。それが勝利です。ものすごくたくさん祈っている人でしょう。すでに勝利しています。また義人には絶対に変えられない、だれも奪うことができない絶対的な契約があります。絶対なのです。ですから勝利です。使徒1：8-11、世界福音化という絶対的な契約があります。マタイ24：14、地震が起きて、戦争が起きて、災いがあったり、災難があったり、たくさんあります。それらとまったく関係ありません。それによって契約に支障があったり契約の内容が変わったりすることはありません。そういうものによって、これからどうなるのだろうと思うのは、イエス様を信じている人の姿ではありません。この福音がすべての人々に伝えられた後に、この世の終わりが来ます。そうであれば、戦争が起きたりなにかがあったとしてもすでに勝利しているということです。わざと戦争を起こす必要はありませんが、それは止めるべきではあるでしょう。しかし、どうなろうと契約の内容とは関係ないことです。それはどういう意味でしょうか。私たちが見たときに大変なできごとが起きて不安になるような事柄が、世界福音化の契約を成し遂げていく過程であり、それによってスピードを上げるようなことなのです。私たちはその結論を知っています。そうですか。マタイ28：18、この契約のために天と地のすべての権威を与えられ、その権威を私たちが握っています。地の果てにまでこの契約が伝わるように聖霊の満たしを与えてくださると約束されました。ですから、だれも止められません。この結論をすでに知っているのです。世界福音化という勝利の結論を知っています。その内容を具体的に書き記したものが、ヨハネの黙示録です。終末のときにさまざまなことが起きます。それらとあなたがたはまったく何も関係ありません。苦しみは苦しいです。それと勝利に支障があるということは、まったく別問題です。痛ければ痛がるべきでしょう。それと自分が崩れるということとは違うことです。それでも勝利するようになっているのです。苦しいことは、勝利に向かって必要なので苦しいのです。契約は絶対です。これが私たちの結論にあるので揺れる必要はありません。
また永遠なる天国が私たちの結論です。個人的にいつこの世を去るとしても天国に行くことが保証されています。すでにエペソ2：6には、天の御座にもうすでについているのですと過去形で記しています。黙示録14：12-13、主にあって死ぬ者は幸いであるとあります。イエス様を信じている皆さんは、死ぬことが幸せだということを忘れてはいけません。これはわざと死になさいということでは決してありません。私たちは生きる理由があります。しかし、いつかは死ぬようになっています。神様はその日を定められています。その日が幸せな日なのです。死を恐れないでください。すべてがぐちゃぐちゃになってしまいます。結論を私たちは知っています。Ⅰコリント15：20、イエス様が再臨されるときに、私たちも同じくそのように復活するようになっています。イエス様が最初の実であり、最初の息子ですと書いてあります。目の前にあることをとても重要視しないでください。しかし、それがすべてのように思ってしまうのであれば、それは信仰を持った人の人生ではありません。そして、最後の最後には、新しい天と新しい地と出会うようになります。私たちはこの勝利の結論を知っているものです。知らなかったでしょうか。あるいはただ漠然と考えていたでしょうか。あるいは忘れていたでしょうか。この結論を握るべきです。ある意味、現実に起きる様々な問題はこのような意味があります。それぞれにいろいろな計画があるでしょう。しかし、この永遠なる勝利の契約を正しく確認して握りなさいというサインです。

現実に問題があるでしょうか。「なぜ生きているのか」ということを質問されているのです。またこのようにも受け止められます。病気になりました。「その病気も奪うことができないまことの幸せな人だということを信じますか」と質問されています。子どもたちに問題が起きたでしょうか。「その問題にも揺れない幸せな存在だということを本当に信じますか」というサインです。イエスの中にあるまことの幸せを軽々しく思わないでください。世の中の人々が不幸だと言うどんな不幸だとしても幸せなのです。奪うことができない幸せです。しかし、それを信じないので、不幸に見えるようなものを与えられるわけです。永遠なる祝福を握っていくのではなく、なにを食べてなにを着て生きるかということばかり考えているので問題が与えられるのです。病気はどうなるのか。問題をどう解決すればいいのか。このように考えてしまうとどんどん空回りするだけです。「私が本当に何のために人生を生きているのか」。それを真剣に質問してください。「現実のたくさんの問題の中で、私が本当に契約のために生きているのか。あるいは子どものために生きているのか」。本当に質問してみるべきです。この契約のためであれば、子どもも捨てられるのか。それが問題ということです。問題はいいものです。イエス様を信じたので。
ダビデはこのように結論を知っていました。この結論を知っているときに、現実の中で義の戦いをするようになります。無駄な戦いをせずに。以前にも申し上げました。無駄な戦いの中のいちばんの無駄な戦いは、感情の戦いです。人間関係によって。傷ついたことによって。復讐やプライドや無駄なものをもっているわけです。私たちは結論を知っているので、このような戦いはしません。もうひとつの無駄な戦いがあります。律法の争いです。正しいこと、間違っていることあります。しかし、それを指摘することがすべてになっています。私たちは結論を知っているので、よくやることもあるし、よくできないこともあります。だれの責任かという戦いはしません。また間違った人をどんどんさばく方向に持っていったりもします。また、もうひとつは損益の戦いがあります。こういう戦いは損をします。なぜですか。結論を知っているので。知らない人が見たときには愚か者です。イエス様を信じれば信じるほど愚か者になるだけです。しかし、世の中の人々が見たときに、はかりしれないオーラがあるのです。このような無駄な戦いをせず、ダビデのように生かす戦いをするのです。神様の主権だということを認めることです。神様が許されたことを認めるのです。それで神から油注がれた者には手を下さないと言っているのです。神様がなされたことなので。神様が許されました。
私たちは結論を知っています。ですから、福音の中に立つことを望んで、福音を伝える人生を生きるのです。こういうもの（無駄な戦い）をせずに福音の前に立ちましょう。福音を伝えるのです。福音を教えてあげるのです。それと同時に祈ることです。その人のために、その人のたましいのために祈るのです。それ以外に生かす方法はありません。この福音はみことばです。私たちの戦いは、このような戦いです。ダビデの今日の本文をとおして、もう一度その姿を確認するべきです。ダビデは私たちと違う特別な人だからではありません。結論を間違いなく知っていました。サウロ王は必ず神様がさばかれる日があって、それを見ていたのです。それを知っているのに、いま私が直接、手を出したりすることは愚かなことでしょう。そうではないでしょうか。ジャイアンツと広島カープの試合がありました。広島カープが９対0で勝っていました。広島のサポーターがすごく喜んでいました。ジャイアンツのサポーターを見て鼻で笑っていました。どうするべきですか。このやろうと思うでしょう。そうではなくてもいま負けているので腹が立つのです。しかし、それは録画です。もう終わった試合です。9対0だったのですが、最終的に11対9でひっくり返したのです。その結果を知っています。そのうえで５回のとき、広島カープのサポーターが鼻で笑って馬鹿にしました。最後の結果を知っているのに腹を立てて戦いますか。心の中で笑うでしょう。広島カープのサポーターが喜んで鼻で笑っている姿を見てかわいそうに思うでしょう。どうせ負けることを知っているのに、なぜ戦います。それを言っているのです。ジャイアンツが必ず勝たないといけないのですか。それは逆でもいいのですが、とりあえず私はジャイアンツのファンなのです。理解できるでしょうか。それが私たちの戦いです。
　
結論がこういう内容なのでそれを先に見る必要があります。きょう、いまがすべてではありません。結論をとおして、きょうといまを見る余裕が必要です。結論をとおして、きょうといまを見るとどういう答えが出ますか。無駄な争いをするのではなく、結論を知って私が福音に集中することです。永遠なる伝道と宣教という結論をもう一度確認することです。そして、私たちの焦点を伝道宣教に集中することです。現実に起きるさまざまなことをとおして。どんな問題があるでしょうか。どんなことが起きているでしょうか。どんな悩みがあるでしょうか。どんな心配があるでしょうか。なにがそんなにつらいでしょうか。つらさをなくそうとするのではなくて、つらさを感じてください。しかし、それをとおして結論を確認してください。つらい中で福音に集中してください。そして、私の人生の結論は伝道と宣教だということをもう一度深くしっかり握ってください。それが現実の様々な問題の答えです。この結論が出たならば、今日はなにごともなくなりますか。これをおいて今日に勝利すべきです。結論はこれなのかと結論だけを見ているだけではなくて、結論を見て今日を勝利するべきです。キリストの中にある祝福に集中してください。私が生きるのではなくて、キリストを主人として迎えてください。それはどういう意味でしょうか。

聖霊の導きを受けて、聖霊の力によって生きるのです。これが主人なので、キリストと生きる理由があります。私が生きる目的、目標ではなく、イエス様の理由が私の理由なのです。ですから、みことばに従順するのです。それと同時に、その人生を自分の方法どおりに生きるのではありません。そうしたら死んでしまいます。主の力で、聖霊の力によって生きるのです。だから、主にゆだねて祈るのです。理由を変えて祈ることです。そのような時間をもうけるのです。１部のメッセージを参考にしつつ、今日に勝利する人になってください。今日が今日なので、無駄な争いをするなら、今日を無駄にすることでしょう。なぜそうなりますか。現実に問題があるからでしょうか。結論を逃しているからです。結論をしっかり握ったのであれば、今日に勝利してください。どんな問題も問題になりません。揺れずに福音の奥深くに入ってください。結果が右になろうと左になろうと気にせずに集中してください。神の国を見るようになります。
皆さんは、すでに処理の人で、いまも勝利の人で、またこれからも勝利の人です。どんな現実もその事実を変えることはできません。そうであれば、どんな現実も私たちを勝利に導くカギになります。とりあえず結論と福音の中に深く入るために、ムチを打つようなそのような要素になるのです。
（祈り）
神様。感謝いたします。私たちにいのちの福音を与えてくださり感謝します。私たちが伝道宣教の人生を歩むことができて感謝します。すでに勝利の結論があるということに感謝します。このために現実のたくさんの問題を見ながら、乗り越えることができますように。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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